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追 悼

小暮得雄 ・元会長のご逝去を悼む

前会長 俵 浩三

当協会の小暮得雄元会長が昨年11月!5日 に亡 くなられた。小暮先生は1932年東京生

まれ。東京大学法学部大学院博士課程を終了 した1961年 から北大法学部に勤務、助教

授、教授、法学部長を歴任された。専門は刑事法学であるが、自然に対する造詣も深

く、古くからの当協会会員で、1986年 から監事、1990年から1994年 まで会長を勤めら

れた。

小 暮 会 長 時 代 は 、士 幌高 原 道 路 、千 歳 川放 水 路 、 リゾ ー ト ・ゴル フ場 開発 問 題 な どが 山積 して い た 。会 長 に就

任 され る と各 理事 に対 し、懸 案 事 項 の現 状 と問題 点 、 その 解 決方 向 の レポ ー トを ま とめ るこ とを要 請 、そ れ に基

づ い て理 事 会 で討 議 を重 ね 、 さ ま ざ まな問 題 点 につ い て各 理事 が 認 識 を共有 で きる体制 を強化 した。そ して リゾー

ト開発 な どが 横 行す る潮流 に逆 らい 、 自然 保護iの節 を曲 げ ない大 義 を貫 く リー ダー シ ップ を発揮 され た 。

も と も と法 学 が専 門の小 暮会 長 は、 自然 派 が 多 くを 占め る 自然 保 護 活動 の 中で も独 特 の 自然観 を披 露 され た。

例 えば 当時 の 北 海 道で は 「北 海 道 自然環 境 保 全指 針 」 とい う指針 が あ り、 そ れ は北 海 道の あ またの 自然環 境 か ら

「優 れ た 自然 」 を抽 出 し、 ゴ ル フ場 計 画 な どが 「優 れ た 自然」 に該 当 す れ ば、 そ の計 画 を排 除 す る の に有 効 に機

能 して い た 。 しか し小暮 会 長 は 、「自然 」 を地 質 ・地形 、植生 、野 生 動物 な どの要 素 に分 解 し、 そ れ に優 劣 の序

列 をつ け る こ とに疑 問 を呈 した 。 「自然 」 には 人 問の価 値 観 で優 劣 をつ け られ ない 、す べ て の 自然 に共 通 す る 本

来 的 な価 値 が あ るの で は ない か 、 とい うの であ る 。す なわ ち 自然 を分 析 的 に見 るの で は な く、 トー タルに見 るの

で あ る。

その 考 え方 は 、当 時 よ うや く認識 され は じめ て い た 「生物 多 様性 保 護 」 さ らに は 「環境 倫 理 学」 の考 え に通 じ

る が 、小 暮 会 長 の 自然 観 は時 代 の最 先 端 を歩 んで い た ので あ る。 また 同時 に小 暮 会 長 は、 「泣 きた い ほ ど美 しい

北 海道 の 自然 」 と、 自然 を感 性 的 に とら える視 線 も大切 に され てい た 。小 暮 会 長 の 自然 観 の 一 端 は 、 『い ま を生

きる一 魚 眼 の 世 界一一』(近 代 文 芸社 、1997)と い うエ ッセ イ集 に収 め られ 、 また 当協 会会 誌29号(1990)か ら32

号(1994)に 至 る各号 の 「巻 頭 言 」 な どで も披 露 され て い る。

1995年 に北 大 を定 年 とな っ た小 暮 先生 は千 葉大 学 教授 に転 任 され、1998年 か ら2004年 まで は平 成 国 際大 学教 授

を勤 め られ たが 、そ の後 は体調 を崩 され 、大 好 きだ った 札幌 に戻 っ て療 養 をつ づ け られ た とい う。 しか しそ の 甲

斐 もな く亡 くな られ た 。享 年76歳 で 高 齢化 社 会 で は惜 しまれ る若 さだ った 。謹 んで ご冥福 をお祈 り した い 。

小 暮 得 雄 先 生 を偲 ぶ

会 長 佐藤 謙

2009年11月 玉5日、 当協 会 の元 会長 小暮 得 雄 先生(北 大 名誉 教授)が 亡 くな られ た 。先 生 か ら公私 と もに頂 いた

ご厚 情 に 感謝 しなが ら、 こ こに衷 心 よ り先 生 の ご冥 福 をお祈 りい た します 。

今 か ら17年 前 の1992年 、私 は 、小 暮先 生 が 会 長 で あ った北 海 道 自然 保 護協 会 の 理事 に な り、 新米 理事 と しての

失 敗 ・至 らぬ 経 験 を重 ね た。 そ う した 私 に対 して 、 小暮 先生 は、常 に 、理事 会 で の 論 点整 理 に加 え て 、 「大 変 で

したね 」 と個 別 に暖 か い声 の励 ま しを くだ さった 。 こ の よ うな最 初 の 頃の 励 ま しは、 私 に とって 失敗 した事 柄 を

良 き経験 に昇 華 させ て くれ る もの で あ った 。 この 点 で 、先 生へ の 感 謝 の念 は大 きい もの が あ る。
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追 悼

会 長 を辞 され千 葉 へ移 動 され た後 の長 い 間、 将棋 盤 の布 石 が書 か れた年 賀状 と一般 向 け に書 か れた こ著 書 を頂

くこ とに よ って 、先 生 のバ ラ ンス感覚 を知 る こ とが で きた。私 が新 米 理事 な りたて の ころ 、理事 会 には 、現 在 ま

で継 続 す る理事 を除 くと、 三浦 二 郎 さん、鮫 島惇 一 郎 さん、俵 浩 三 さん 、寺 島一 男 さん、小 野 有五 さん ら、そ う

そ うたる メ ンバ ーが お られ た 。今 考 え る と、小 暮先 生 は 、余裕 を持 った大 き く暖 か い気持 ちで 人 々 に接 し、 しか

し大局 を見 つ め なが ら配 下 の メ ンバ ー を将棋 の 駒 の よ うに真 に上 手 に動 か され てい た よ うな気 がす る。 そ の よ う

な王道 を感 じさせ る先生 で あ っ た。

協 会 と して、小 暮 先生 か ら、 そ して最 近 は奥 様 か ら、心 の こ もっ た ご寄 付 をいた だ いて きた。先 生 と ご家族 様

か ら、北 海道 自然保 護協 会 は物 心 と もに大 きな支 え をい た だい て きたの で あ る。そ の ため 、先 生 の ご遺 志 であ る

北 海道 の 自然 を守 る こ と、そ の こ と に私 たち一 同 、大 い に努 め なけ れば な らない。 この こ とを こ こに明 記 して、

小 暮得 雄先 生 の ご冥 福 を心 か らお祈 りしたい 。

小 暮 先 生 の 思 い 出

常務理事 福地 郁子

初 め てお会 い した の は1989年 の協 会 総会 の 時で した 。監事 と して 出席 され た先生 はや さ しい物 腰 な が ら眼 光鋭

い とい う印 象が 忘 れ られ ませ ん 。 会長 時代 を通 して の私 の個 人 的 な思 い 出 をご紹介 い た します 。

1992年 夏 、 ウ イー ン大学 の院 生 か ら協会 に 「リゾー ト法 とス キ ー場 開発 問題 」(日 本各 地 が リゾ ー ト開 発 で ゆ

れ てい た)の 資 料 が ない か の問 合 せ が有 り、そ の対 応 は ドイ ツで教 鞭 を取 ってい た小 暮先 生 が丁 寧 に されて い ま

した。

同 じ冬 、 オー ス トリアの サ ンア ン トンで世 界 ス キー指 導者 会 議が 行 われ、参加 して いた主人が訪 ねて 来た ウイー

ン大 学 院生 の 女 の子 が 日本 で の スキ ー場 問題 を聞 きた い との事 で 、偶然 対 応 し、更 に 日本 に行 っ てス キ ー場 の 問

題 点 を調 べ て み たい とホー ム ス テ イ先 を探 して お り、 で は我が 家 で も とな った よ うです 。年 が 明 け1月 に我 が 家

に女 の子 ア ンゲ ラが 着 いて 分 か った事 は 日本 語 が大 変堪 能 で 、偶然 に も協 会 に上 記資 料 の 問合 せ は ア ンゲ ラか ら

だ と分 か りま した 。小暮 先 生が 送 った資 料 な ど を基 に修士 論 文 を書 いた ようです 。 ア ンゲ ラ は約1年 、 我が 家 に

お りま した時 も小 暮 先生 ご夫妻 に は大変 可愛 が って いた だ き ま した 。

そ の後 、北 海 道大 手 リゾー ト会 社 へ の就 職で 労働 ビザ が下 りる まで をオ ー ス トリア に帰 る こ とに な り、1年 間

ママ役 を した私 を5月 末か ら6月 末 まで招待 して くれ ま した。 同 じ時期 、小 暮 先生 も以 前 教鞭 を取 っ てい た ドイ

ツの大 学 で集 中講 義 をす る との事 で した。 ア ル プス の端 に あ る彼 女 の家 の ワ イデ リングの 別荘 に車 で来 られ た小

暮 先 生 ご夫妻 と落 ち合 い 、 山や 湖 の 自然 を堪 能 し、 ザ ルツ ブル グの ホ ーエ ンザ ル ツ ブル グ城 、 ミラベ ル庭 園 な ど

に も行 き、 楽 しい ひ と時 を過 ご し ま した 。

その 別荘 は 当時 、築80年 の木 造3階 建 ての 、良 く手入 れ され た古 い もの で した 。帰 る時 、 ア ンゲ ラ と一 緒 に来

て いた ご両 親 に向 け 、先生 は滞 在 した感謝 の 気持 ち を込 め 、都 都逸 を歌 い ま した。「月の 光 に輝 くス ス キ につ い

た一 滴 の露 は朝 に は、 はか な くな くな る」 とい う内容 を別 れ に掛 けて 、背 筋 を ただ し、難 しい顔 を され て歌 う姿

の先 生 は何 か お か しくて 、 で も寂 しい よ うな、相 手 に感 謝 は伝 わ った ので す が 、び っ くり した ア ンゲ ラの両 親 の

顔 が今 で も思 い 出 され ます 。

千葉 に行 か れ てか ら も度 々連 絡 を させ て いた だ いて お りま した が 、昨年7月 に札幌 に帰 られ て か らは 直 にお会

い 出 来 る との 思 いか ら、 日常 に追 わ れ てい る うち に11月 、先生 は逝 って しまい ま した。 お会 い してお け ば よか っ

た と、今 更 の よ うに後悔 して お ります 。
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侵幸 告

政 権 交 代 とダ ム 問 題

副会長 佐 々木克之

経 過

皆さんご存 じのように、協会が他の団体と協同で取 り組んでいるサンルダム、平取ダムおよび当別ダム問題に

大きな変化が起きました。この問題の今までの経過 と特徴および今後の取 り組みについて紹介 します。

昨年8月30日 の総選挙で政権交代が実現し、民主党中心の内閣が発足 してまもなくの10月9日 に、前原国土交

通大臣は、直轄ダムであるサンルと平取ダムについて2009年度予算は凍結、北海道が進めている当別ダム(補 助

ダム)は 知事判断を尊重、というコメントを発表しました。本体工事を着工しているダムは基本的に凍結になら

なかったので、09年度に本体着工する予定であったサンルダムは紙一重で凍結となりました。平取ダムは来年度

着工予定でしたが、当別ダムは今年度すでに着工済みでした。

12月25日 の来年度予算案閣議決定の日、前原大臣は、サンルと平取ダムは、検証する必要があるとして引き続

き予算を凍結するが、当別ダムは本体工事が着工しているとして検証の対象をしないことを明らかにしました。

私たちは、サンルと平取ダムを検証の対象とすることを評価しましたが、本体着工 という理由で当別ダムを除い

たことについて強 く抗議しました。さらに、国土交通省に置かれた有識者会議は公開すべきこと、また治水だけ

でなく、利水や環境も検証対象とすること、それぞれに地域で公開討論会を行ってその内容を重視すること、を

12月28日 に大臣に要望 しました。

特 徴

鳩 山内 閣 は 、「コ ン ク リー トか ら人 へ 」 を スロ ー ガ ン と して い ます の で 、 ダムの 凍結 もそ の 一 環 と考 え られ ま

す 。 しか し、前 原 大 臣が 、最 初 に発 表 した 「八 ツ場 ダムの 中止 」 は 、 中止 の根拠 や 、中止 した場 合 の補 償 な どが

何 も述 べ られ ず 、説 明責 任 を果 た して い なか っ たた め 、批 判 を浴 び ま した 。10月9日 の前 原 コ メ ン トで は 、直轄

事業 で は 「本 体工 事 未着 工 」 が凍 結 の 根拠 で あ り、 補助 ダム につ い て は 知 事 の判 断 を尊 重 す る とい う こ とで 、

「コ ンク リー トか ら人へ 」 の理 念 が あ い まい となっ て い ます 。

この よ う な批 判 が あ っ た ため か 、前 原大 臣は 、「今 後 の 治水 対 策 の あ り方 に関す る有識 者 会 議 」 を設 置 し、 昨

年 の12月3日 に第… 回 が 開催 され ま した。設 置 の趣 旨は 「で きる だ け ダム にた よ らな い治水 」 へ の政 策転 換 を進

め る との考 え に基づ き、今 後 の 治水 対 策 につ い て検 討 を行 う際 に必要 とな る、幅 広 い治 水 対 策案 の 立案 手 法 、新

た な評価 軸 及 び総合 的 な評価 の 考 え 方等 を検 討 す る と ともに 、 さ らに これ らを踏 ま えて今 後 の治 水理念 を構築 し、

提 言 す る 。 とい う こ とで す 。 この 会 議 に は、 ダム推 進 派 ばか り集 め た の で はな い か との批 判 もあ りますが 、私 は、

ジ ャーナ リス トの ま さのあ つ こ さん が 指摘 した こ とに 同感 しま したの で 、引 用 し ます 。

(1)な ぜ 有 識者 会 議 が非 公 開 な のか?

(2)各 地 で 時 間経 過 と社 会 変 化 に よ り不 要 と なっ た事 業 が進 め られ てい る中 、 なぜ 有 識 者会 議 の結 論 が平 成23年

夏 か?個 別 に早 急 に検討 が 必 要 な事 業 もあ るので は ない か?
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侵幸 告

(3)「 ダム推 進 派」 を入 れ るの は理解 で きる に して も、 なぜ 「ダム あ りきの河川 行 政 に対 し批 判 的 なス タ ンス を

とっ て きた有 識者 」 を入 れ なか った のか?

(4)河 川 法 の 目的 は 「治水 」 「利 水」 「環 境 」 と3拍 子 なの に何 故 「治水 」 だ けか?ま た1997年 に不 十 分 なが ら も

入 った 「住民 参 加」 は どこへ い った のか?

今 後 、 この会 議 を注視 してい く とと もに、例 えば水 源 連 な ど と一 緒 に注 文 をつ けて い く必 要 が あ ります 。

今 後 の取 り組 み

サ ンル と平取 につ い て は、検 証対 象 に な った こ と を活 か し、当 別 につ いて は検査 対象 とさせ る取 り組 み が必 要

です 。 補助 ダム につ い ての 予算 措 置 は年度 末 に示 され る こ とに なって い ます ので 、当 面そ れ まで の具 体 的 闘 い に

つ い て早急 に検 討 しなけれ ば な りませ ん 。

(1)前 原大 臣 また は有識 者 会議 に対 して 、疑 問 を提 出 し、回答 を迫 る活動 …3つ の ダム それ ぞ れ につ い て必

要性 につ いて の疑 問 を具 体 的 に出 して 、回 答 を迫 る こ とや有 識者 会 議 で説 明す る機 会 を求 め る な ど、私 た ち の

考 え を述べ て 、 それ に対 す る考 え を求 めて い く。

(2)3つ の ダムに 関す る合 同 シ ンポ ジ ウムの よ うな もの を企画 し、疑 問 点 だけで な く、対 案 も示 して い きたい 。

(3)地 元 団体 を中心 に して 、地元 の 自治 体 に質 問 を 出 して見 解 を求 め る。平 取 ダム の場合 は反対 す る会 が あ り、

当 別 ダム につ い て は従 来か ら事 業 主の 北海 道 に疑 問 をだ して い るので 可 能で あ るが 、サ ンル の場 合 、報 道 関 係

か ら地 元 の ダム 反対 団 体が 見 え ない との心 配 の声 が 寄せ られ てい る ので 、 この春 に市 長選 が あ る名 寄市 で の取

り組 み を重視 した い。

(4)費 用 対 効果 問題 に切 り込 む … 簡 単 で はな いが 、北海 道 開発 局 に説 明 を求 め て 、費用 対 効果 の 問題 点 を洗

い出 して い く。

(5)ダ ム に よ らない 地域振 興 問 題 も取 り上 げ てい く。

政 権 交代 とダム問 題

政権 交代 に よって 、 ダムが凍 結 し検 証す る とい う好 機 が 訪 れ ま した。 しか し、世 論(地 元 や道 民 の声)が 政治

を動 かす基 本 は 変 わ りませ ん 。 この好 機 を どの よ うに 活 かす のか が私 た ち に問 われ てい ます 。 国民 が 自公 政 治 を

や め させ た い とい う気持 ち を もって い た ところへ 、民 主党 の政 権 交代 の ス ロー ガ ンが 国民 の 心 に響 き ま した 。 ダ

ム問題 で は 、 まだ世 論 が十 分 で ない ところへ 新政 権 が 凍結 を決め た とい う点 で は、世 論 と政 権 の関 係 が逆 にな っ

てい ます が 、世 論 を作 れ ば解 決 に進 む情 勢 です 。そ れ ぞ れの ダムの 地元 に 、 ダム問題 を知 らせ て い く、仲 間 を増

や して い く、 ネ ッ トワー ク を作 って い くな どで 成果 を上 げ る こ とに よって 、 ダム問題 を解決 す る とい うの が 、 政

権 交 代 の教 訓 だ と思 い ます 。
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侵幸 告

全面中止になった北海道の大規模林道

大雪と石狩の自然を守る会

寺 島 一 男

北 海 道 の大 規 模 林 道が 全 面 中止 に な った 。全 面 中止

は 、全 国 で も初 め て の ケ ース だ。大 規 模 林 道事 業 は 、

大 規 模林 業 圏開 発 計画(昭 和48年)の 先 導事 業 と して、

北 海 道 で は1979年 に滝 雄 ・厚 和線 、1983年 に平 取 ・え

りも線 、1994年 に 置戸 ・阿寒 線

が 着工 した 。当 初 の事 業 主体 は

照 押ll発公団('1956if設 立)だ っ

たか 、 国 の行 政 改革 の 中 で緑 資

源 公D1(1999年 設 立)、5虫 立.行

政 法 人緑 資 源機構(2003年 設立)

と衣 を変 え、 大 規模 林 道 もそ の

名称 を緑 資 源幹 線 林 道:に変 えて

存続 して きた 。

部の区間で実施計画や代替案で事業効果を見込めると

ころもあったが、地元自治体が必要性や財政面等から

継続を希望しなかったこと、またこの事業に頼らなく

ても必要な林道の整備が可能なことから、道として最
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◎路線の現溌 礁008年3月 規在:)

2003年5月 に緑資源機構の官製談合事件が表面化し、

翌年4月 緑資源機構が解体されたが、緑資源幹線林道

事業は新たに設けられた山のみち地域づくり交付金事

業(林 野庁)と して、地方自治体(実 際は道県)が 補

助事業として行う形 となった。

この決定を受けて北海道は、この事業を引 き継ぐか

どうかを検討するため、2008年水産林務部を中心に関

係部局の担当者を集め庁内会議を発足させた。検討会

議は既存の基礎資料を整理 して、北海道における3路

線1e区 問(上 記の表参照)の うち、すでに完成してい

る3区 間を除 く7区 問について、費用対効果、住民意

見の聴取、環境面の影響などを独自に検討し、事業の

必要性、事業内容の適切性 ・緊急性 ・優先性、事業の

効果性 ・代替性を検討 した。

その結果、ほとんどの区間で事業の必要性や妥当性

が低く、事業効果(費 用対効果)を 見込めず、環境へ

の影響 も十分な配慮が必要であることが判明した。一

終 的 に全 面 中止 を決定 した 。

この結 論 は 、2009年11月25日 の 第4回 定 例 道 議会 で

知事 が 質問 に答 える形 で 表 明 した 。 また 、今 年1月16

日に行 われ た道 と大 規 模 林道 問題 北 海 道 ネ ッ トワ ー ク

の話 し合 い で 、道林 務 局次 長 が そ の 旨を私 た ち に伝 え

た 。

うれ しい結 果 で あ るが 、い くつ か大 きな問 題 や課 題

を残 して い る。 すべ て を詳 述 で きないが、その一 つは、

こ れ まで の大 規模 な 自然破 壊 の後 始末 を どうす るかだ。
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侵幸 告

急峻な地形、脆い地質の山奥の水源地帯に、工事中止

になった醜い傷跡が残されている。

工事途中のものは緑資源幹線林道の管理を任された

森林総研が、国の"円 滑事業"の しくみを利用 して何

らかの形にして地元市町村に移管することになってい

るが、いつまでどこまでするかははっきりしていない。

現場の多くは補修や修復をしないと崩壊を食い止めら

れない状況にある。

'

この計画の対象地が北海道のす ぐれた天然林地帯を

選び抜 く形で設定されていたため、工事によりすでに

かなりの面積ですぐれた天然林の多くが消失し、同時

にここを棲み場にしていた貴重種を含む野生生物に大

きな影響を与えている。また、影響は水源地帯の渓流

にも広く及んでおり、これらの生態系回復をどう図る

かが重要な課題だ。

もう一つは、この計画を推進してきた林野庁とその

計画に追随してきた道が、この問題を責任を含めてど

う総括 し今後にいかすかだ とりわけ林野庁の責f壬は、

(τ＼大規摸林業圏開発計画策:定当時から、自然環境 ・経

済 ・地域社会等に与える問題点が市民運動や関係する

専門家等によって具体的に指摘をされてきたにもかか

わらず、自前の組織で形式的な検討 しかしてこなかっ

たこと。② これまでに幾度となく止める機会があった

にもかかわらず、検証を怠 りそれをしなかったこと。

③基本計画と実施体制が完全に破綻 した現在において

も、時代錯誤の事業を手を変え品を変え地方に押 しつ

けて実施しようとしていることなど、きわめて重い。

今回、道が多くの区間で費用対効果がないと算定し

たが、林野庁は同じマニュアルを使いながら道の数値

の倍もあるような算定結果を出した。根拠を問いただ

したが、資料は破棄したの一点張 りだった。国有林の

危機を迎えて瀬戸際に立たされている林野庁が、この

姿勢では国民の信頼は得られない。

返す刀ではないが、事業主体が国にあったとはいえ、

同様の理由で北海道の責任も大きい,た だ国に追随し

てきただけでなく、大規模林業圏開発計画を第三期北

海道総合開発計画の目玉に位置づけて、国とともに積

極的にこの計画を展開してきた責任は免れない。情勢

の変化にことをなすりつけて、お茶を濁すような反省

ではなく、今後の開発計画の進め方や森林管理の在 り

方などに、しくみとしてどういかすかなど厳しい総括

と具体的な対策が大事だ。

振り返れば、この問題の初期から取 り組んで37年が

過ぎた。それにしても長い闘いだった。現場をよく見

て現場から発想する。先が見えなくて右往左往しなが

らも、決してあきらめない。それがよかったのかも知

れない。市民運動の最大の財産は、やはり人の輪だ。

大切な教訓をいただいた。
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報 告

当 別 ダ ム の 問 題

当別ダム周辺の環境を考える市民連絡会

代表幹事 安藤 加代子

これ まで の政 権 で は 、必要 性 に問 題が あ っ て も、市 民 の 反対 が あ って も、一度 走 り出 した 公共 事 業 は止 ま らな

い とい わ れ て きた 。昨 年 、 政権 交 代 が実 現 し、全 国 で143の ダ ム事 業 の見 直 しが 始 まった 。 道 内 で は 、 国 直 轄 ダ

ムで あ る サ ンル ダム 、平 取 ダム等 が検 証 対象 に な り、新 年 度 予算 が 付 か な か った。 この こ とは評 価 したい 。

しか し、補 助 ダム であ る当 別 ダム は事 業継 続 とな っ た。 私 た ち は、 当 別 ダム が本 体 着工 され てい る とい う理 由

で 、検 証対 象 か ら外 された こ とに強 く抗 議す る。 当会 は 、12月29日 に前 原 国土交 通 大 臣宛 「当別 ダム の検 証 を求

め る要 望書 」 を提 出 した。 新政 権 が 「コ ンク リー トか ら人 へ」 とい う政 策 を掲 げ る な らば、 本体 着工 、未 着工 と

線 引 きす る こ と な く、す べ て の ダム を一 時凍 結 す べ き と考 える か らだ。 当 別 ダム は、 計画 か らす で に40年 が経 過

し、利水 、治 水 と もに 当初 の 目的 を失 って い る。 だ が 、高 橋 知事 は不 要 な もの を必 死 に な って造 ろ うと してい る。

2008年7月 、知 事 は 自 らの権 限 を行使 し、指 名 停 止業 者 まで 参加 させ 本体 工事 の入 札 を強 行 した。2009年5月 に

は 、国 か ら手 厚 い 補助 を も ら うため 、本 体工 事 を昼夜 兼 行300人 体制 で突 貫工 事 を進 め、 ダム事業 費684億 円 の う

ち70%を 執 行 した 。 関連 す る水 道 用水 供 給事 業 費 は 、773億 円の うち53%で あ る。 しか しなが ら、本体着工 とい っ

て も基礎 工 事 が 終 了 した初期 段 階 で あ り、止 めて 検証 で きるはず なの に悔 しい 限 りだ 。 い った い誰 の ため の 、誰

が必 要 とす る公 共事 業 なの か 。

水 道 水 の 問題

私 たち は 、札 幌 市 、石 狩市 、 当別 町 の市民 団体8団 体 で 、 当 別 ダ ムの 凍結 を求 め 続 け て きた。1992年 に札幌市 、

小 樽 市 、石 狩 市 、 当 別町 に水 道 用 水 を供 給す る こ とを 目的 と され北 海 道 と4市 町 に よ り 「石 狩西 部 広域 水 道企 業

団」 が 設立 さ れ た。直 近 の2007年 度 の事 業再 評 価 で は 、各 構 成 団体 の 受水 量 は計 画 当 初22万5千7百 ㎡/日 か ら

7万7千8百 面ソ 日へ と三 分 の一 まで引 き下 げ られ 、 いか に過大 な水需 要計画 だったか とい うこ とが明 らかに なっ

た 。

札 幌 市 の場 合 、人 口 は現 在190万 人で既 存 の水 源(豊 平 峡 ダ ム、 定 山渓 ダム)は25%も 余裕 が あ る 。 さ らに 、

2012年 完 成予 定 の 当 別 ダム か ら、小 樽市 、 石狩 市 、 当 別 町へ水 道水 が 供給 され るが 、 札幌 市 へ は2025年 に初 め て

わず か4千 ㎡ が供 給 され る。

つ ま り、水 が余 って い る とい うこ とだ。最 近 で は、 主 目的 を水 源 の確 保 か ら水 源 の 分散 化 へ と変 換 し、水 余 り

に 目をつ ぶ っ て い る。1999年 の企 業 団 の再評 価 で は、 当初 の 水 需要 計 画!7万M3/日 か ら4.8万 ㎡/日 に大 幅 に下

方修 正 した が 、 その 際 に約20億 円の 原 因者 負担 を他 の構 成 団体 に した とい う苦 い経 験 が あ る。要 す るに 、一 度企

業 団 に参 画 す る と足抜 けす るの が 困難 に なる とい う こ とだ。 旭 川市 の場 合 、2006年 に完 成 した忠 別 ダム か ら水 道

水 の供 給 を受 け る予 定 だ った が 、人 口 減少 か ら6万 ㎡/日 の 水 は不 要 に なっ た。 に もか か わ らず 、2007年 の 供用

開 始 か らは 、 年 間の 元 利償 還 額1億7千 万 円 に維 持 費3千 万 円 も加 わ り約2億 円 の支 払 い に なっ てい て 、市 の財

政 を圧 迫 して い る 。水 余 りの 札 幌市 も例外 とは い えず 、企 業 団 か ら一 滴 の 水が 供給 され な くと も、お 金 だ けは ダ

ムが あ る限 り支払 い続 け 、そ の ツケ は水道 料 金 の値 上 げ とな って 跳 ね返 るの は必 至 だ。

2007年 度 の 見 直 しで 札幌 市 は、14万M3/日 の水 が 余 る こ とが 判 明 した。 本来 な ら、企 業 団 に参画 す る必要 が な

くなっ た はず で あ る。 とこ ろが 、新 規 事業 の 「豊平 川 水 道水 源 水 質保 全 事 業」(187億 円)に 水 利権 が 、 そ れ もな

ぜ か14万1hソ 日必要 に なっ た とい う。 さ らに、 費用 対 効 果 は 、総 便益(B)!,200億 円、 費用(C)178億 円 、B

/Cが6.92と い う高 い数 値 で 、 しか もその根 拠 が水 質改 善 費用 と して市 民 が ボ トル ウ ォー一ターの 購 入 を しな くて

す む とい うの で は 、多 くの市 民 は納得 で きない 。

現 在 、苦 しい 財 政状 況 の札 幌 市 や各 構成 団体 が優 先 す べ きは 、一 度 立 ち止 ま りダム に頼 らない 利水 対 策 につ い

て市 民参 加 で 論 議 す る こ とだ。 私 た ち は、100年 先 の 未 来 の子 ど もた ち に、川 を横 断す る コン ク リー トで は な く、

魚 が 湖上 で きる当 別川 を残 したい と願 って い る。(札 幌 市在 住)
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侵幸 告

2009年 度 「自然を語る会」 開催報告(そ の2)

「自然に関する会員相互の意見交換の場」として2008年度より始めました 「自然を語る会」今年は2年 目にな

り、参加者 も次第に多くなり活発な意見交換も行われる様になってきました。今回は今年度の後期2回 分の模様

を簡単に報告いたします。

第5回.11月26日 「森 が育 む川 の 生 き物 に つ いて」

話題 提供 者 長坂 晶子 さん(北 海 道立 林業 試 験場 ・研 究主任)

今 回 の話 題提 供 者 、 長坂 晶子 さん は現在 、 美 唄市 光珠 内 町東 山に ある林 業 試験 場 で主 に森 林資 源 解析 等 に関 わ

る研 究 を されて い ます 。今 回 は林業 試験 場 と道立 水 産艀 化 場 が共 同研 究 を され た 「河 畔 林再 生技 術 の 改善 と河畔

整 備 マ ニ ュ アル の 開発」 を もとに 「森 と川 と海 の生 き物 たち のつ なが り』 につ いて お話 を して頂 き ま した。今 回

の研 究 フ ィール ドと して は、試験 場 か ら も近 く適 度 な規 模 とい う事 で 《濃 昼 川 》 を選び 計測 ・分析 された との事 。

生 き物 か ら見 た河 畔 林 の役割 と して は、1.水 面 に影が で き魚 の 安息 所 に なる 。2 .急 激 な出水 、土砂 流 出 を防

ぐ。3.有 機i物が 運 ば れ プラ ン ク トンの発 生 を促 す 。等 が あ る。 河畔 林 か ら川 に入 る有機 物 の量 は、1年 間で4 .8

t/haあ り、そ の うち落 ち葉 が75%、 それ 以外 の25%は 枝 や花 、種 子 な どで あ る。落 ち葉 そ の もの に はあ ま り栄 養

は無 い が 、菌 類 な どの微 生物 が付 く事 で栄 養 価が 高 ま り、そ れ らを水 生昆 虫 な どが 食べ 、 これ らの昆 虫 を よ り強

い捕 食者 に 食べ られ る とい う食 物連 鎖 が 出来 て い る。例 えばサ ク ラマ ス の幼 魚(ヤ マ メ)は 秋 に は70%ヨ コエ ビ

類 を食べ 、春 には50%蛾 の幼 虫 を食べ て い る とい う結果 が 得 られて いる こ と。 また 、濃昼 川 流渓(流 域 面積20k㎡)

で生 産 され海 まで運 ば れた有 機 物 の量 は年 間163tに の ぼ り、 これ らの うち落 ち葉 は1%(落 ち葉 全 体 の5%)で

あ るが この海 底 の 「落 ち葉 だ ま り」 は幼魚 の重 要 な餌 に なっ て いる 。

一 方
、海 で 大 き く育 った サ ケ ・マ ス類 は母 川 回帰 で遡 上 し、産卵 した後 は熊 や鳥 な どの餌 とな り、 また放 置 さ

れ た 「ホ ッチ ャ レ」 が 河畔樹 木 の栄 養 の一 つ と もなっ てい る こ とが明 らか にな って きた。森 一川 一海 が有 して い

た これ らの循 環 を本 来 の姿 に戻 す事 が 人 問 に とって も大 事 な事 で あ る。

第6回.1月21日 一渓 流棲 サケ科 魚 類 一 「イワナ ・サ クラ マ スの特 異 な生 態」

話 題提 供 者 前川 光 司 さん(北 海 道 大学 名 誉教 授)

今 回 の話 題 提 供 は、学 生 時代 か らイ ワナ を主 と して調 査 ・研 究 を され て きた前 川先 生 にお 願 い しま した。最 新

の研 究 結果 、サ ケ ・マ ス類 は カ ワカマ ス に最 も近 い仲 間で あ る事 が分 か りま した。 カ ワ カマ ス は湖 で棲 息 して お

り、サ ケ ・マ ス類 も元 々 は湖で 棲息 して い たの が進 化 に伴 い 、湖 →川 → 海 に依存 す る ものが 出 て きた もの と考 え

られ る こ と。 中 で もカラ フ トマ ス ・シ ロザ ケは 海 に大 き く依 存 して成 長 してい る。 これは海 に降 りた方 が川 だ け

で育 った種 よ り体 が 大 き くな り、卵 の 数 も数 倍生 む事 が 出来 る様 に な るこ とで種 の継 続 に有 利 で あ る とい う事 で

あ る。 しか し、 オ シ ョロ コマや ア メマ ス(イ ワナ)は 川 か ら海(湖)に 降 りて も沿 岸域 をチ ョロ チ ョロ して い る

だ けで あ るが 、 イワナ類 は降海 型 で も1回 の 産卵 で 死 ぬ事 は 無 い こ と。一 方 、 ヤマ メは川 に残 る の は オス だけ で

あ り、ヤ マ メ は子 供 の 時 に体 の大 きなの は早 く(1年)成 熟 してヤ マ メ と して 川 に残 り、小 さい のが 海 に降 り急

激 に大 き くな りサ ク ラマ ス と して ヤマ メの数 倍 の体 とな って 産卵 の為 に川 に回 帰す る 。 この様 な オ スの2型 は シ

ロザ ケ ・カ ラ フ トマ ス ・イ トウ(?)を 除 き 、他の サ ケ類 全 て に見 られ る こ と。 な ど興 味 の尽 きない話があ った。

質疑 応 答 の 中で 、参 加 者か ら40年 以上 渓 流釣 りを して い るが 、昔 と比 較 しヤマ メや イワナ の数 は大 幅 に減 った こ

と、 この 原 因 と して は、木 の伐 採 で森 が 貧弱 にな った こ とが 考 え られ、 札幌 の厚 別川 も河畔 林 の伐 採 な どが 大 き

く影 響 して魚 類 の数 が 減 って い る との話 が あ り、前 川先 生 か らは砂 防 ダム も大 きな原 因の一つ であ る との話が あっ

た 。川 全 体 の環境 を良 くす る事 で 川 ～海 に繋 が る魚 類 や生 物 の棲 息 を豊 か に し、我 々 の生活 環境 も豊 か にす る こ

とが分 か っ た。
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藻岩山の新展望台計画について

常務理事 福地 郁子

は じめ に

札 幌 の 自然 の 象徴 と して多 くの市 民 が 朝 な 、夕 な に仰 ぎ見 る藻 岩 山(531m)は 、豊 か な 原 始 林 と して 大 正10

年 に北斜 面 が 国の天 然 記念 物 に指定 され て お り、 ア イヌ民 族 に とって は イ ンカ ル シペ と して だ い じな展 望 の 山で

あ る。190万 都市 の 近郊 に残 され た原始 林 と して の貴 重 さは世 界 に誇 るべ き存 在 で あ り、 そ の 価 値 は ます ます 高

くな って い る。

531mの 標 高 に合 わ せ 、5月31日 が 「藻 岩 山の 日」 で 、 山 開 きの 日に なっ てい る 。多 くの市 民 は 、小 学 生 の 時

の遠 足 の コー ス と して、 また は家族 登 山 な どで1度 は登 った経 験 が あ る ので は ない か 。動 植物 の観 察 、ス キ ー 、

レク リエ ー シ ョンに と多 目的 に利用 され、市 民 に愛 され てい る藻 岩 山 で あ る。

昨 年 の10月 、札幌 市 の 「藻 岩 山 魅力 ア ップ構 想 施 設再 整 備 」 とい う事 業 が実 施 直前 の段 階 に あ る こ とが 分 か っ

た。 そ の 計画 内容 は 【藻岩 山の 原生 的 な森 林生 態 系 な どの貴 重 な 自然環 境 の保 全 】 、 【自然 とのふ れ あい の場 を

重 視 す る 「森 林 と人の 共生 」】 を事 業 テ ー マ と して い る。 計画 は3つ の エ リア に分 け られ 、山麓 エ リアは主 に ロー

プ ウエ イの駅 舎 の全 面 改 修増 築 、 周辺 整 備 、 中腹 エ リア は ロー プ ウエ イ の駅舎 の改 修増 築 と乗換 えて の 山頂へ の

ミニモ ノ レー ル施 設 の新 設 、 山頂 エ リア は展望 台(レ ス トラ ン、売 店 、札 幌 紹介 コー ナ ー、 登 山者 休憩 施 設 を含

む)の 全 面 改修 、 ミニモ ノ レー ル山頂 駅 の 整備 な どが 計画 され 、総 事業 費30.5億 円が 計上 され て い る。

しか し整 備 内容 を知 った市 民 の 問 か らは、計 画 ・設計 を疑 問 視す る声 が続 出 し、例 え ば北 海 道新 聞 の 「読 者 の

声 」 欄 には 、 「山頂 には大 きな施設 は要 らな い」 な ど見 直 しを求 め る投 書(協 会 会員 も含 む)が3件 も断 続 的 に

掲載 され た 。 ところ が札 幌 市 の態 度 は 、数 年前 か ら この計 画 を検討 し、学 識 経験 者 を交 え た 「藻岩 の 魅力 を考 え

る懇談 会 」 の 開催 や 、基 本 計 画案 に対 す る 「パ ブ リ ッ ク コメ ン ト」 も実施 した ので 、 市民 の 意 見 は充 分 反映 され

て い る と 自負 し、計画 は市 議会 も承 認 し市 長 決裁 も終 わ っ てい るので 、 い ま さ ら設 計 変更 はで きず予 定 どお り着

工 したい とい う強い 意思 が 伝 わ って きた 。

協会の取り組み

協会では、計画 ・設計内容を検討 したが、実施まで時間がないので、山頂部分にしぼって意見をいうことにし

た。問題視 したのは①山頂展望台としてはふさわしいと思えない大規模な雪の結晶をイメージした、総ガラス張

りの2階 建て、1階 部分はエントランスと売店、2階 部分は大、小の2つ のレス トラン、売店、札幌紹介コーナー、

藻岩山シアター、プラネタリウム、屋上は展望台となっている。②規模は現存の2倍 の床面積と大型化され、市

民より観光客にしぼっての収益施設に重点がおかれている。③ さらに札幌市観光文化局がこの事業の担当部局と

なってお り、特に自然に関わる緑の窓口のある環境局なども加わった形での各部局が横断的に検討 した形跡が見

られないことである。

その結果、昨年10月22日 に 「『藻岩山魅力アップ施設再整備』とくに山頂エ リアの抜本的検討 を求める緊急要

望書」を上田文雄市長あてに提出した。

その内容は、札幌市の原案は学識経験者などの 「懇談会」から 「山頂に施設があることで山の頂の感じが しな
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い」 と指摘 された意見を無視 し、山頂の展望機能を充足するのに必要のないレストラン・売店などを大規模に取

り入れて施設が大型化 したので、札幌の自然の象徴である藻岩山の自然環境保全にとって致命的な欠陥があり、

抜本的な見直しが必要であることを前文で述べ、本文では①人工物に占領された藻岩山頂は魅力がないこと②原

案の設計思想はエコロジーよりエコノミーが優先していることを指摘、したがって結論として見直 しの方向は①

山頂の自然を回復 させることが基本②展望台施設は最小限にとどめ、山頂に必要不可欠といえないレス トラン・

売店などは、例えば中腹エリアのロープウエイ山頂駅付近へ移設することを求めた。

この要望はすでに計画が決定 され実施目前の事業なので、事務レベルの交渉では前進しないと考え、環境問題

に熱心で市民派として知られる上田札幌市長へ直接に要望できる機会をつくることを再三にわたって要望した。

11月12日 には他の自然保護i団体、ロープウエイの見直しを要望 している団体、山岳会の団体、アイヌ民族の会

等 と共に緊急集会 「市民みんなで考えよう 明日の藻岩山」を開催し、100名近い市民が参加 した。札幌市の説

明を受け、5つ の団体がそれぞれの意見表明をした。ロープウエイの見直しを求めている会は別として山頂にふ

さわしい施設になるよう、本来の頂を取 りもどしたいなど表明した。会場に張 り出した展望台施設の完成予想図

のポスターを目にした参加 した多 くの市民の意見は大規模な山頂施設は不釣合いである、高額の事業費に対する

費用対効果は疑問である、1～2年 位、計画を凍結 し検討 したほうがよいとの声が相次いだ。

なお当会の要望に対し、札幌市の事務レベルから11月9日 、25日に説明があったがこの段階では 「計画見直し

は困難」 との事だった。そこで11月25日 に 「緊急質問書」を市長あて提出した。

こうして12月7日 、ついに市長への直接陳情の機会が実現 した。この場では緊急集会で意見表明した各団体が

陳述 したが、当協会が指摘した山頂展望台の問題点 ・矛盾点を聞いた市長は、ついに 「検討してみましょう」と

初めて計画 ・設計の見直 しに言及した。

12月14日 、さらに追いかけるように最初の要望と重なる3項 目とモノレール部分の項 目をいれ、4項 目で緊急

要望書を市長あて提出した。

その 後

12月16日 の新 聞 報 道 では 札幌 市 は観 光 の 目玉 であ る、大規 模 な展望 台施 設 を見直 す 修正 案 を まとめ 、12月19日 、

21日 の2日 間 、市 民 に説 明会 を開 く予 定 とあ っ た。 展望 台 か ら売 店 、団体 用 レス トラ ン、札 幌紹介 コー ナ ーは 中

腹 駅 に移 し、展 望 台 に は軽 食 コー ナ ー、個 人 用 レス トラ ン、休 憩室 を入 れ 、規模 を縮小 す る との こ とだ っ た。

12月19日 、21日 の 説明 会 で は山頂 展 望台 は景観 に配慮 、形 状 変 更 を して現 存 の展 望 台 の8割 程 度 に規模 縮小 す

る こ と、一 部 レス トラ ンと売店 は中腹 エ リアへ移 動 す る と説明 され た。参 加 者 か らは 山頂 展望 台 は景 観 にマ ッチ

した 必要 最 小 限の 建物 にす る こ と、事 業 費が 高額 で あ るの に対 し、収 支試 算 が あ ま く、費 用 の割 に収 益効 果 が 見

込 め るのか な どの 意 見が 大 半 を 占め 、 さ らに1～2年 検 討 す る時 間 を も うけた 方が よい との意見が大 方であ った。

山頂 展望 台 の形 状 な どを含 め具 体 的 な修正 案 が 見 えず 、参加 者 か ら再 度 の説 明会 の 要望 が 出 され た。

今 年1月 に入 り、 札幌 市 か ら2月13日(土)エ ルプ ラザ ホ ール にお い て再 修正 され た藻 岩LIJ施設 再 整備 計 画 の

説 明 会 をか ね た シ ンポ ジ ウム を開 催す る との 連絡 が あ っ た,,ど の よ うに修 正 され たか今 後 の動 きを さ らに注 目 し

てい きたい 。(2010 .1.23現 在)
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*お 知らせコーナー*

2010年 度通 常総会 と講演会 の お知 らせ

2010年 度の通常総会 の日時が決 まりま したのでお知 らせ します 。詳細は次号 の会報145号 にてお知 らせ します。
なお、今回の総会では理事 ・役員の改選が行 われ ますので多数 の会員の皆様の出席 をお願い します。

i

◆ 総 会

日 時:2010年5月22日(土)13二 〇〇か ら15:00

場 所:十 ナ 勺う 一 り 会 館 合 講 室

TELOI1一 一706-2989

なお、総 会終 了後 、同 じ会場 にて一般の方 も

参加 した講演会 にな ります。

◆ 講 演 会

時 間:15:30か ら17:00

演 題=「 ダム よ、さようなら」

講 師:今 本 博健氏
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2日
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活 動 日 誌

「市民みんなで考えよう あすの藻岩山」の開催案内&市 政記者
クラブで記者会見
知事宛 「サ ンルダムに関する平等な意見聴取、および道主催の検
討会の要望書」提出および道政記者クラブで会見
北海道高山植物盗掘防止ネットワーク委員会10周年記念

市民フオーラム 「高山植物はいつまでも」(札幌 りんゆう会館)
「藻岩山再整備計画について」説明に札幌市観光文化局3名 来所、
説明対応
「市民みんなで考えよう あすの藻岩山」市民集会(北 海道環境
サポー トセンター 札幌)

第3回 北海道環境審議会生物多様性部会
第5回 拡大常務理事会

故小暮得雄名誉会員 通夜の祈り&葬 送式
会報143号発送
サ ンルダムに関する要望 ・質問に回答方要請知事室長訪問持参提
出および道政記者クラブにて会見

札幌市観光文化局と関係自然保護団体 「藻岩山再整備計画」に関
する話 し合い、および札幌市長あて質問状手渡 し提出
サンルダム関係民主党北海道議員等との懇談会(下 川町)
後期第1回 自然を語る会 「森と川と海の生き物たちのつなが り」
話題提供者:長 坂 晶子(北 海道林業試験場研究主任)
サンルダム関係民主党北海道議員等との懇談会(旭 川市)

19日 一21日

21日

25日

2010年1月

衆議院国土交通委員会川内委員長秘書とサンルダム問題等で折衝 ・
要請行動(佐 々木副会長、出羽さん上京)
第4回 北海道環境審議会生物多様性部会
「藻岩山再整備計画について」上田札幌市長と自然保護団体等直

接面談交渉
北海道環境生活部自然環境課来所
第2回 理事会

藻岩山再整備計画についての説明会参加

大規模林道問題北海道ネットワーク事務局会議
公益法人新制度移行に向けた勉強会

15日 第6回 拡大常務理事会

●12月17日

●12月28日

●12月28日

●1月8日

平取ダム ・サンルダム ・当別ダムの来年度予算凍結の要請につ
いて。民主党北海道三井代表宛ファックス送信。

国土交通大臣政務官宛 【平取ダム予定地視察に関する要望】
*平 取ダム建設問題協議会他4団 体連名
内閣総理大臣、国土交通大臣宛 【ダム検証のために、 ダム推進
派とダム批判派の両者を含む公開検討会を要望します】*北 海

道脱ダムをめざす会17団体連名
中央環境審議会 ・環境省自然環境局宛 【「生物多様性国家載略
2010(案)」 に関する意見】提出

新 入 会 員 紹 介
2009年8月 ～2009年11月

【A会 員 】 石岡 一一人、種 田 昭夫、米森 文嗣

寄
あ りが とうご ざい ます

五十嵐敏 文5,000円

ブーケ ドソ1ノイユ20,000円

編 集

付 金

梅沢 俊
小暮 清子

後 記

10,000円

50,000円

●11月6日

●11月18日

●ll月24日

●11声j25日

●12月14日

●12ナ」茎4日

●12月15日

●12月16日

要 望 書 な ご

北海道知事宛 【サンルダムに関する平等な意見聴取、および道
主催の検討会の要望書】*下 川自然を考える会他9団 体連名

内閣総理大臣、国土交通大臣宛 【沙流川総合開発事業の予算措
置:に関する要望書】*自 然林再生ネソトワーク他8団 体連名
北海道知事宛 【私たちのサンルダムに関する要望 ・質問にお答
えいただくよう要請します】*F川 自然を考える会他9団 体連名

札幌市長宛 【「藻岩山魅力アソプ施設再整備」 とくに山頂エ リ
アの抜本的再検討を求める緊急要望書および質問書】
札幌市長宛 【「藻岩山魅力アップ施設再整備」 とくに山頂エ リ
アの抜本的再検討を求める緊急要望書】

国土交通大臣宛 【平取ダムを建設中止ダム候補に指定を求める
要請書1*平 取ダム建設で失われる自然を守る会他12団体連名
北海道知事宛 【私たちのサンルダムに関する要望 ・質問に再度
お答えいただくよう要望 します】*下 川自然を考える会他9団

体連名
国土交通大臣宛 【北海道天塩川水系サンルダム事業の来年度凍

結を強く要望します】*下 川自然を考える会他9団 体連名

政権交 代 して4カ 月 、余 りに も目まぐるしく世 の中が動 きす ぎて い る様 に

感 じます 。これ までの50年 間、この国の人民 は充 分な情 報 も開示 され ない ま
ま政治家 ・行政府にその全 てを委ねて きました。即 ち、江戸時代か ら連 綿 と

続いて きたお上の言われ る通 りに してお けば間違 いない。 と思 って いた ので

すが、そ れが ここ10年 程で大 き く揺 らいで きま した。
この ままでは、国の先行 きが危 うい、 自分達の生 活がど うなるの か非 常 に

不安で ある。 とい うことが政 治を変え なけれ ばという想いにな り、 政権 交代

に繋が った と思い ます。で も、戦後60年 以上 も続 いて きた、否、明 治維 新以

来140年 も続いて きた仕組み の制度疲労です 。簡単 に は変 え られ るはず も無
い と思 います。 ここで一度 、立ち止って この 国の行 くべ き方向 を良 く考 えて

か ら動 いて も遅 くない と思 います。 ダムの問題 、道路 の問題、農業の 問題 、

森林の問 題等、問題が 山積 しているの に方 向性 が見えない所に国民 の不 安が

あ ります 。国民 一人一 人が 考えてか ら動 く事が大事 です。その為 にも行政は、

情報公 開を しっか り行 って欲 しい ものです 。(編 集 委員 荻田 雄輔)

会費納入のお願い

会費納 入については 日頃ご協力 をいただいてお ります

が、未納の方は至急納入下 さいますようお願いいた します。

個人A会 員4,000円

個人B会 員2,000円

(A会 員 と同一世帯の会 員)

学生会員2,000円

団体会員1口15,000円
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郵便振'替[一1座02710-7-4055

北 洋銀 行 大 通 支 店(普 通)0017259
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〈口 座 名〉

社 団法人 北海道自然保護協会

NC2月 号NQ144

2010年2月10日 発行 社団法人北海道 自然保護協会 ・佐藤 謙tL?060-0003札 幌市中央区北3条 西11丁 目加森ビル56階tt(Ol1)251・5465

ホ ー ムペ ー ジ:http://nc-hokkaido.or.jpEメ ー ル:info@nc-hokkaido.or.jp

会 費 個人A会 員4,000円 個 人B会 員2,000円 学生 会員2,000円 団体 会員一口15,000円 郵便振替02710・7・4055印 刷 ㈱広報社印刷

※ この紙は再生紙を使用しています。
一12一 一一


